
第
七
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
鰍
…
米
入
の
党
臆
け
る
R
畠
小
史
の
葉
（
第
二
圓
）

第
　
一
　
號
　
　
　
｝
六
〇
　

（
｝
六
〇
）

研
究
の
柔

欧
米
入
の
書
け
ろ
日
本
史
の
栞

（
第
二
同
）

第
一

、

通
史
に
關
す
る
も
の
（
績
）

3
　
ゲ
リ
ツ
フ
4
ス
著
「
皇
國
」

O
缶
窪
磁
・
≦
邑
●
．
．
寓
穿
巴
。
、
。
。
団
ヨ
℃
凶
「
o
．
、
・

い
く
。
冨
．
窯
虫
く
く
。
ユ
〈
即
ぴ
。
嵩
山
o
p
　
一
〇
〇
笥
9

　
グ
リ
ソ
フ
イ
ス
氏
の
こ
ε
は
苗
剛
に
職
迦
べ
，
た
が
、
氏
は
録

脚
長
滞
在
中
に
書
い
た
諸
論
文
其
他
を
集
め
て
日
本
歴
史

「
皇
國
」
二
冊
を
作
つ
π
。
　
一
八
・
七
ふ
ハ
年
郎
ち
閣
治
九
年
に

初
版
を
出
し
、
其
後
修
正
塘
補
を
経
て
、
一
九
一
三
年
即

漱
讐
牧

健

二

ち
大
正
二
年
に
は
十
二
版
を
轟
し
て
居
る
。
因
に
前
號
に

氏
は
幕
末
以
來
親
し
く
日
本
を
知
れ
る
人
で
あ
る
が
如
く

に
書
い
た
が
（
前
著
一
四
三
頁
）
、
氏
が
日
本
へ
摩
た
の
は

一
入
七
〇
年
（
明
治
三
年
）
の
年
末
で
あ
っ
て
、
一
八
七
四

年
ま
で
學
校
敷
師
を
し
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
（
皇
國
同

氏
序
文
）
、
　
封
建
制
度
磨
止
の
跡
を
見
た
人
で
あ
る
が
、

幕
末
以
來
ご
書
い
て
は
甚
だ
穏
當
で
な
い
。
輩
に
明
治
初

年
以
來
日
本
に
親
し
め
る
人
で
あ
る
と
改
め
て
置
く
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
二
冊
の
中
古
一
冊
は
、
一
入
七
二
年
即
ち
明
治
五
年
ま



で
の
歴
史
を
牧
む
。
日
本
人
の
信
じ
て
居
る
日
本
史
を
書
　
　
し
た
こ
ご
等
に
依
り
、
ア
イ
ノ
人
ご
日
本
人
こ
の
間
の
差

く
の
が
本
書
の
目
的
で
あ
っ
て
、
日
本
史
に
標
す
る
一
隣
　
　
が
生
じ
た
の
に
外
な
ら
鎗
。
日
本
入
の
有
す
る
凡
て
の
事

下
人
の
著
述
を
爲
さ
ん
ご
企
て
だ
も
の
で
は
無
い
ご
言
つ
　
　
物
の
中
で
支
那
朝
鮮
鍵
鞠
に
淵
源
せ
ぬ
も
の
は
、
ア
イ
ノ

て
居
る
が
（
第
二
版
序
文
）
、
日
本
外
力
が
屡
ル
引
用
さ
れ
　
　
よ
り
昇
り
叉
は
之
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
も
確
か

物
語
や
傳
記
を
多
く
挿
入
し
た
通
俗
的
な
書
物
で
あ
る
。
　
　
で
あ
る
。
蝦
夷
地
の
ア
イ
ノ
人
が
H
本
人
に
樹
す
る
閥
係

學
術
的
の
も
の
で
な
い
が
、
間
々
著
者
の
考
を
述
べ
て
居
　
　
は
、
政
治
酌
に
は
ア
メ
ソ
カ
イ
ン
ヂ
ア
ン
合
衆
國
の
白
人

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
の
關
係
ご
同
様
で
あ
る
が
、
人
種
的
に
は
サ
ク
ソ
ン
人

　
氏
に
依
れ
ば
、
日
本
人
は
容
貌
よ
り
明
か
に
二
種
の
型
一
　
　
が
晶
央
人
に
樹
す
る
が
’
如
き
も
の
で
あ
る
」
（
疑
一
ω
凱
）
ご
説

に
分
た
れ
る
。
貴
族
紳
士
の
階
級
に
屍
す
る
も
の
ε
、
農
　
　
い
て
居
る
。

民
勢
働
者
の
階
級
に
属
す
る
も
の
こ
が
そ
れ
で
、
前
者
は
　
　
　
次
に
古
事
記
や
訳
本
書
紀
は
正
し
い
歴
史
　
（
。
。
o
σ
2

　
　
　
　
　
　
タ
イ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
め

南
方
の
ヤ
マ
ト
型
で
あ
り
、
後
者
は
北
方
の
ア
イ
ノ
型
で
　
　
一
μ
翼
。
鴨
図
）
　
で
無
い
か
ら
、
　
西
暦
二
世
紀
以
前
の
事
件
を

あ
る
。
（
い
。
一
ω
・
）
凡
ゆ
る
事
實
か
ら
考
ふ
る
に
、
日
本
　
　
．
6
婁
、
嵩
9
露
ω
8
毫
．
ご
な
さ
す
、
　
．
．
身
き
σ
q
簿
亀

の
最
初
の
租
先
（
R
ヨ
9
・
ご
H
戸
8
ω
8
房
）
は
ア
イ
ノ
入
で
あ
　
　
寄
三
Φ
こ
　
と
言
ふ
章
に
曾
て
述
べ
る
ご
言
ふ
こ
ざ
が
注
意

る
。
ご
信
ぜ
ら
れ
る
。
今
日
の
日
本
人
の
大
部
分
は
本
來
　
　
さ
れ
て
居
る
。
（
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（し。

?
器
盈
9
ξ
）
ア
イ
ノ
人
で
あ
る
。
外
撫
付
の
混
血
や
、
　
　
宗
敷
に
翻
し
て
は
殊
に
記
載
す
る
所
が
多
い
。
民
は
言

毎
日
の
温
浴
の
織
綾
し
た
こ
ご
や
、
南
日
本
の
温
い
氣
候
　
　
ふ
。
融
遣
に
摂
し
て
外
資
の
學
者
が
種
々
研
究
し
て
見
た

や
、
支
那
文
化
や
、
狩
猿
生
活
を
し
な
い
で
農
業
生
活
を
　
　
が
、
紳
滋
は
日
本
の
土
地
に
固
有
に
登
生
し
た
る
も
の
で

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
鰍
米
人
の
書
け
る
日
本
史
の
栞
（
第
二
圓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
」
六
｝
　
（
一
六
一
）



雄
坦
七
巻
　
　
　
研
秘
九
の
栞
　
　
　
歌
米
入
の
馨
ゆ
り
る
H
本
史
の
栞
（
第
ご
圖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
「
山
ハ
ニ
　
　
（
一
六
二
）

あ
る
か
、
又
は
孔
子
以
前
に
存
し
た
る
支
那
古
代
の
宗
敢

ご
密
接
に
結
含
旦
。
ω
・
。
。
厳
封
｛
9
）
し
た
も
の
で
は
無
し
で

あ
ら
う
か
、
ご
言
ふ
こ
と
に
就
て
多
く
は
決
定
に
躇
回
し

て
居
る
が
、
後
者
の
意
見
に
從
ふ
傾
向
が
多
い
。
日
本
の

紳
話
の
多
く
が
支
那
の
も
の
ビ
殆
ざ
一
致
し
て
居
る
こ
ご

は
確
か
で
あ
っ
て
、
宇
宙
説
の
多
く
の
部
分
は
支
那
古
代

の
も
の
ご
少
し
も
墾
ら
澱
Q
紳
道
家
の
聖
書
だ
る
古
事
記

は
説
話
に
満
ち
て
居
る
が
、
訓
戒
が
な
く
、
道
徳
叉
は
敏

理
を
教
へ
す
、
儀
式
が
書
い
て
無
い
。
紳
道
は
吾
等
の
解

す
る
如
き
宗
激
の
特
質
を
有
し
て
居
な
い
。
（
O
℃
）
更
に
神

門
の
最
も
熱
心
な
る
信
者
や
説
敏
師
で
さ
へ
も
其
の
目
的

は
政
治
的
で
あ
る
Q
ミ
カ
ド
の
溶
性
こ
い
ふ
信
仰
ご
、
ミ

カ
ド
に
劉
す
る
國
民
の
絶
甥
服
從
の
義
務
ご
を
除
け
ば
、

支
那
の
宇
宙
説
や
地
方
的
の
講
話
や
孔
子
の
滋
徳
の
外
に

近
世
の
淋
道
こ
し
て
穫
る
も
の
は
殆
ご
何
物
も
な
い
。
G
α

。
）
此
の
信
仰
は
其
の
高
い
形
に
て
は
智
力
に
訴
ふ
る
無
淋

論
で
あ
り
、
低
い
形
に
て
は
政
府
ご
昇
官
の
激
へ
に
盲
從

す
る
こ
ε
で
あ
る
ε
。
（
a
O
註
）
次
に
キ
ソ
ス
ト
敷
に
就

い
て
は
、
此
宗
敏
が
戦
國
時
代
の
末
の
難
民
の
要
求
に
合

致
し
て
居
た
こ
ε
や
、
近
文
徒
が
キ
リ
ス
ト
敏
に
移
る
こ

ご
が
甚
だ
容
易
で
あ
っ
た
こ
ご
や
、
宣
敷
師
は
マ
リ
ア
禮

拝
（
寓
p
8
霧
蔓
）
の
方
法
に
依
っ
て
単
玉
し
π
こ
ご
や
，

九
州
で
は
大
名
が
信
仰
に
入
っ
て
領
民
を
強
制
的
に
改
宗

せ
し
め
た
こ
ご
な
ご
を
遽
べ
て
居
る
Q
（
N
も
1
廣
ω
）

　
西
洋
人
こ
の
接
鰯
の
歴
史
は
か
な
り
詳
細
に
記
さ
れ
て

み
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
初
め
て
來
て
か
ら
鎖
國
ま
で

の
約
百
年
間
の
接
鰯
の
結
果
ご
し
て
見
は
る
、
も
の
は
僅

か
に
火
藥
火
器
を
武
具
ご
し
て
探
毒
し
た
こ
ご
や
、
煙
草

の
使
用
や
、
喫
煙
の
習
慣
や
、
カ
ス
ラ
ラ
の
製
造
や
、
新

し
い
鍵
つ
だ
病
氣
の
輸
入
や
、
ア
ジ
ア
御
古
の
僧
侶
や
官

吏
が
嘗
て
下
民
を
威
嚇
す
る
武
器
こ
し
て
用
ひ
だ
恐
怖
の

題
目
が
永
久
的
に
増
煙
し
だ
こ
ご
で
あ
る
（
o
い
。
。
一
。
α
○
）
ご

蓮
べ
た
。

　
隅
治
三
年
に
日
本
に
來
た
著
者
に
は
、
將
軍
や
封
建
制



度
に
嚇
す
る
印
象
殊
に
深
か
つ
だ
の
で
、
天
皇
ご
将
軍
ε
　
　
で
あ
る
。
即
ち
西
洋
人
が
屡
々
考
ふ
る
や
う
に
、
彼
等
が
家

の
罵
言
を
説
き
、
王
政
復
古
が
何
故
に
三
つ
た
か
ε
言
ふ
　
　
た
予
め
に
師
ち
外
か
ら
の
カ
に
希
う
（
時
。
旨
急
襲
○
戸
5

こ
ご
を
互
い
だ
黙
は
、
此
の
書
物
の
中
の
最
も
重
要
な
黙
　
　
革
命
が
起
つ
π
の
で
は
無
く
、
内
よ
り
　
（
ゆ
。
ヨ
鼠
量
三

で
、
書
名
を
皇
尊
ご
ハ
け
だ
の
も
男
名
が
日
本
の
國
膿
に
　
　
匙
っ
て
來
た
の
で
あ
る
ご
説
い
て
、
其
の
由
家
を
明
か
に

ふ
さ
は
し
く
思
は
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
（
七
堂
墾
照
）
江
　
　
ぜ
ん
ご
し
た
こ
ご
は
、
七
号
の
中
の
重
要
な
る
部
分
で
あ

戸
の
將
軍
郎
ち
大
君
（
8
碧
o
o
ε
は
大
化
改
新
の
時
に
出
來
　
　
ら
う
。
（
ω
℃
㎞
一
δ
Q
）

泥
軍
人
階
級
を
遽
征
の
際
に
指
揮
し
た
る
將
軍
の
類
に
外
　
　
　
爾
ほ
所
謂
南
北
朝
時
代
を
英
國
の
薔
薇
戦
雫
（
ノ
く
舞
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
ら
ざ
る
を
嚇
池
べ
（
δ
も
、
又
頼
朝
の
時
よ
り
二
重
政
府
…
　
　
因
○
ω
。
ω
）
に
較
べ
て
菊
…
花
戦
孚
　
（
日
学
①
ノ
く
窪
o
h
夢
。

（
号
聖
，
。
ξ
）
　
が
始
ま
つ
π
が
、
之
が
永
績
す
る
唯
一
の
條
　
　
o
噸
。
，
器
夢
ω
ヨ
海
星
）
ご
一
一
茜
っ
て
あ
る
が
（
第
十
九
血
早
）
、
當
否

件
は
日
本
の
國
土
に
外
事
人
が
居
ら
ぬ
こ
ご
で
あ
る
。
外
　
　
は
別
こ
し
て
面
白
い
思
付
で
あ
る
。
又
日
本
人
の
性
質
に

國
人
ビ
H
本
ピ
の
關
係
が
起
る
や
否
や
、
外
國
人
は
臼
然
　
　
就
て
は
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
氏
と
異
り
、
甚
だ
想
像
力
に
富
む

に
構
力
の
眞
の
淵
源
を
考
ふ
る
か
ら
、
二
重
政
府
は
倒
れ
　
　
ご
厚
し
（
膿
囲
）
、
且
間
違
ひ
や
不
得
策
を
短
見
す
れ
ば
、
良

ざ
る
を
得
な
い
ざ
言
っ
て
居
る
が
（
H
念
）
、
　
更
に
明
治
の
　
　
い
方
へ
ε
移
っ
て
行
く
高
湿
な
方
面
が
あ
る
ご
述
べ
て
居

革
命
を
論
じ
て
、
日
本
の
二
重
政
府
は
外
國
人
が
日
本
に
　
　
る
。
（
ω
ぐ
）

來
た
の
で
倒
れ
だ
け
れ
共
、
之
は
革
命
の
原
因
で
は
な
い
　
　
　
此
書
は
前
述
の
や
う
に
學
術
的
な
も
の
で
は
無
く
通
俗

日
本
に
既
に
必
ず
起
る
や
う
に
な
っ
て
居
た
こ
と
が
、
外
　
　
的
な
も
の
で
、
源
爲
朝
や
義
経
の
武
勇
談
ご
か
、
源
雫
の

義
人
が
來
だ
こ
ご
に
依
っ
て
、
其
の
旭
る
機
會
を
得
た
の
　
　
戦
や
、
日
蓮
の
生
立
ち
、
高
徳
、
義
貞
の
逸
事
ビ
言
ふ
が
如

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
鰍
米
人
の
書
け
ろ
日
本
史
の
栞
（
第
二
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
六
三
　
）
一
六
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
鍬
米
人
の
書
け
ろ
矯
本
史
の
栞
ハ
三
二
同
）

き
こ
ご
を
挿
絡
を
入
れ
て
面
白
く
書
い
て
噂
口
本
外
史
に

似
た
所
が
多
く
、
封
建
制
度
に
就
て
は
章
を
設
け
て
は
あ

る
が
、
多
く
は
武
士
の
風
俗
や
武
勇
談
の
類
で
あ
る
。
目

本
入
の
歴
史
研
究
の
幼
稚
な
る
を
畷
へ
る
氏
が
、
今
日
に

及
ん
で
斯
か
る
日
本
更
を
維
持
せ
る
こ
ご
は
誠
に
奇
異
の

為
な
し
ご
せ
澱
Q
併
し
明
治
以
後
に
出
た
古
い
日
本
吏
の

一
つ
で
、
且
今
日
爾
ほ
多
く
の
讃
者
を
有
す
る
の
で
注
意

に
値
ひ
す
る
。
（
四
六
版
大
形
、
紙
数
三
二
四
頁
）

　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
第
二
冊
の
方
に
は
、
一
八
七
〇
年
よ
り
「
入
七
五
年
ま

で
の
間
に
於
け
る
著
者
の
日
本
滞
在
中
の
終
盤
、
槻
察
、

並
に
研
究
の
類
ご
、
一
九
＝
一
年
の
初
帥
ち
朋
治
の
末
年

に
至
る
ま
で
こ
の
歴
史
を
牧
め
て
居
る
。
但
し
剛
九
一
三

年
の
十
二
版
に
依
る
。

墨
　
ナ
取
ツ
ト
著
「
日
本
歴
愛
」

◎
。
・
冨
噌
堵
ぎ
ぎ
斜
δ
＄
。
三
。
】
浮
く
9
こ
ぞ
嘗
袖
、
●

Ω
o
昏
2
も
0
9

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
｝
山
ハ
四
　
　
（
一
山
ハ
四
）

　
購
書
は
ラ
ム
プ
ン
ヒ
ト
氏
の
計
書
で
あ
っ
た
欧
溺
以
外

各
國
史
（
Q
。
8
三
畠
帯
審
；
蕊
N
駿
①
営
，
。
℃
静
。
ぎ
戸
○
。
雰
客
2
じ

の
第
一
恕
こ
し
て
企
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
宏
大
な

る
著
述
の
第
一
冊
こ
し
て
紀
元
後
⊥
ハ
四
五
年
に
至
る
ま
で

の
上
古
吏
を
出
し
て
居
る
。

　
此
書
の
序
文
に
於
て
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
氏
の
言
ふ
所
に
依

れ
ば
、
今
H
の
時
代
は
自
然
科
學
の
方
面
に
も
、
精
紳
科

學
の
方
面
に
も
、
科
學
的
綜
合
の
行
は
る
、
時
代
（
o
ぎ
c

N
O
津
〆
乱
鴇
9
8
｝
類
蜜
巨
】
卜
し
∩
×
簿
ゴ
。
零
）
　
で
あ
っ
て
、
歴
史

の
研
究
に
も
綜
合
的
研
究
が
進
ん
で
來
た
が
、
此
の
綜
合

時
代
は
臆
断
の
歴
史
研
究
の
方
法
や
研
究
領
域
の
外
に
、

新
に
二
つ
の
方
面
に
於
て
催
促
す
る
唐
が
あ
る
。
帥
ち
一

つ
に
は
歴
史
現
象
の
深
さ
の
方
面
に
向
っ
て
、
從
來
の
國

家
史
に
封
ず
る
荻
義
の
地
方
史
帥
ち
州
こ
か
郡
ご
か
一
一
一
一
口
ふ

限
ら
れ
た
地
域
の
歴
吏
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
し
、
二
つ

に
は
歴
史
の
最
も
高
い
方
面
、
帥
ち
世
界
更
の
研
究
を
必

要
ご
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
の
示
す
基
礎
的
な
歴



史
事
事
を
知
れ
ば
、
歴
史
材
料
を
從
來
よ
り
も
一
暦
徹
底

的
に
挑
列
す
る
こ
ご
が
出
降
る
し
、
又
後
者
に
依
っ
て
人

類
全
騰
の
長
い
縄
験
を
知
れ
ば
、
今
日
の
時
代
の
本
性
に

適
合
し
た
新
し
い
形
に
於
て
、
自
然
ε
精
棘
ε
の
統
一
相

に
關
す
る
形
而
上
學
的
の
願
望
を
満
足
さ
せ
得
る
の
で
あ

る
◎
そ
し
て
十
九
世
紀
の
後
葉
…
以
來
地
方
・
更
の
研
究
は
大

に
進
ん
で
來
た
が
、
世
界
史
研
究
が
起
る
の
は
爾
ほ
未
だ

な
り
ご
言
ふ
べ
き
で
あ
る
Q
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
氏
は
上
述
の

や
う
な
思
想
に
早
い
て
、
一
般
的
國
家
史
・
（
≧
㎡
○
旨
。
貯
。

しα

｡
暮
σ
q
ま
窃
〇
三
〇
津
。
）
の
編
纂
を
三
部
に
分
ち
、
第
一
部
は

歓
洲
各
國
史
、
第
二
部
は
欧
洲
以
外
各
國
史
、
第
三
部
は

濁
逸
地
方
史
ご
す
る
ご
言
ふ
大
計
書
を
立
て
た
。
そ
し
て

今
冬
に
掲
げ
た
ナ
ホ
ッ
ト
氏
の
日
本
史
は
、
右
の
第
三
部

で
あ
る
。
欧
洲
以
外
各
國
史
の
第
一
憲
こ
し
て
出
さ
れ
π

の
で
あ
る
」

　
近
世
史
心
界
の
泰
斗
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
氏
は
、
其
著
述
に

日
本
の
歴
史
を
引
用
す
る
こ
ご
屡
々
で
あ
る
が
、
氏
の
世

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
鰍
米
人
の
書
け
ろ
日
本
史
の
栞
（
第
二
掘
）

界
史
研
究
の
企
て
の
第
一
着
手
こ
し
て
、
日
本
史
の
叙
述

が
爲
さ
れ
て
居
る
こ
ε
は
興
味
深
き
こ
ご
、
思
ふ
。
斯
か

る
學
術
的
研
究
を
量
ハ
に
成
功
さ
せ
る
爲
め
に
は
多
く
の
困

難
が
存
す
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
著
者
ナ
ホ
ソ
ト
氏
は
言
ふ
。
燈
下
に
始
め
て
、
近
世
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

歴
史
研
∵
究
及
批
判
に
毒
す
る
科
學
的
方
法
に
依
っ
て
、
日

本
歴
史
を
研
究
せ
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
結
び

付
い
た
困
難
や
、
斯
か
る
企
て
を
爲
す
に
必
要
な
る
著
者

に
敏
座
せ
る
資
格
に
就
て
は
、
何
人
も
著
書
よ
り
一
暦
明

瞭
に
之
を
知
れ
る
者
は
な
い
。
併
し
或
國
の
歴
史
を
書
く

の
に
は
、
其
國
の
言
語
文
章
を
熟
知
す
る
こ
ご
．
が
、
先
づ

條
件
ご
な
る
が
、
日
本
語
を
根
本
的
に
學
修
す
る
に
は
、

日
本
固
有
語
の
外
に
、
更
に
無
数
の
支
那
文
字
を
知
る
を

要
し
、
支
那
文
字
の
護
み
方
は
支
那
ご
異
な
り
、
叉
其
の

意
味
も
多
少
相
違
し
て
居
る
。
そ
れ
故
，
日
本
語
の
學

修
の
み
で
も
悠
に
一
生
の
仕
事
で
あ
る
。
吾
等
は
そ
れ
故

に
、
日
本
の
言
語
文
章
を
熟
知
せ
る
章
々
が
。
贋
値
あ
る

　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
馬
脳
　
　
　
一
山
ハ
五
　

（
｛
山
一
五
）



第
七
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
殴
米
人
の
書
け
ろ
露
本
吏
の
栞
ハ
駕
～
二
圓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　

一
六
山
ハ
　
（
一
六
六
）

原
書
の
翻
謬
や
、
資
料
の
註
繹
や
、
部
分
的
の
歴
吏
研
究

を
曝
す
の
に
負
ふ
所
あ
る
は
、
實
に
明
か
な
事
で
あ
る
。

な
ほ
此
等
の
人
々
が
研
究
す
る
に
際
し
て
は
、
同
本
人
殊

に
素
養
あ
る
口
L
不
人
を
助
手
ご
す
る
こ
ご
は
、
験
脚
く
べ
か

ら
ざ
る
こ
ご
で
あ
る
。
余
は
織
本
史
の
著
述
を
な
す
こ
ご

の
み
で
も
、
　
一
生
を
要
し
又
そ
れ
だ
け
の
家
弟
あ
る
、
翼

面
目
な
問
題
で
あ
る
ε
思
ふ
が
、
ム
ー
、
日
本
及
支
那
の
言

語
文
章
を
虫
歯
に
扱
ふ
こ
ご
に
努
力
し
て
此
の
困
難
な
仕

事
を
更
に
困
難
に
し
、
從
っ
て
又
年
次
を
遷
延
す
る
の
不

可
な
る
を
思
ひ
、
寧
ろ
之
が
學
修
を
断
念
す
べ
き
で
あ
る

ご
信
じ
た
。

　
ナ
ホ
ソ
ト
氏
の
言
ふ
．
所
は
、
一
般
に
外
人
が
日
本
史
を

研
究
す
る
爲
の
困
難
を
拳
直
に
言
ひ
表
は
し
て
居
る
。
彼

は
其
次
に
、
從
來
田
本
の
古
代
史
に
広
し
て
は
、
右
事
記

縫
本
書
紀
祀
詞
等
が
斎
言
せ
ら
れ
、
夫
れ
か
ら
各
時
代
に

亘
っ
て
嵩
置
な
部
分
的
な
歴
史
研
究
が
行
は
れ
、
支
那
朝

鮮
の
資
料
も
灘
…
諜
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
を
述
べ
、
更
に
三

世
紀
宇
以
前
よ
り
は
、
カ
ト
ソ
ッ
ク
毅
宣
敏
師
の
回
し
た

記
嵐
マ
や
、
謡
扇
ソ
、
ヅ
ン
ベ
ル
グ
、
ケ
ム
ペ
ル
、
ジ
ー
ボ

川
ト
等
の
書
い
た
物
が
あ
る
こ
ご
、
又
先
史
時
代
に
つ
い

て
は
西
洋
入
の
考
古
…
全
的
研
究
も
あ
る
こ
ご
な
ご
を
蓮
べ

て
居
る
が
、
研
究
や
醗
謬
の
な
ほ
甚
だ
足
ら
ざ
る
を
嘆
じ

て
手
近
な
所
で
は
水
戸
の
大
口
本
史
の
離
課
を
望
み
、
又

大
返
本
史
料
や
大
日
本
古
文
書
の
昌
次
だ
け
で
も
醗
謬
が

出
　
計
れ
ば
、
甚
だ
結
構
で
あ
る
が
ご
言
っ
て
居
る
。

　
ナ
ホ
ソ
ト
氏
は
日
本
に
來
り
、
東
京
帝
大
の
諸
敏
授
の

助
力
な
ご
を
得
て
、
漸
く
其
の
第
一
冊
上
古
史
を
一
九
〇

六
年
に
撮
し
た
。
其
後
研
究
が
完
成
に
向
へ
る
や
、
今
之

を
知
ら
な
い
が
、
斯
か
る
學
術
的
な
日
本
全
史
の
著
述
が

始
め
ら
れ
把
こ
ご
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
ご
思
ふ
の
で
、

特
に
右
の
や
う
嫁
紹
介
を
試
み
た
。
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
氏
ご

日
本
史
研
究
ご
の
閣
係
に
就
て
は
他
田
詳
説
す
る
機
會
が

あ
ら
う
。
叉
、
右
の
上
古
史
は
後
に
時
代
史
の
所
で
之
を

紹
介
す
る
。



騒

ナ
嶽
ッ
掛
著
「
日
本
」

O
切
閃
霧
湖
鉾
。
げ
O
P
頃
冠
・
へ
G
9
腿
一
同
．
）
・
（
d
『
径
蕊

～
＜
o
囲
お
。
ω
。
嵐
魯
β
○
昏
茎
ψ
い
凝
ぴ
訂
α
雛
・
）

切
窪
斎
ポ
6
δ
．

　
ナ
ホ
ソ
ー
氏
は
上
記
の
大
計
霧
で
臼
画
歴
吏
を
書
か
ん

ご
し
π
が
、
他
に
一
つ
簡
軍
な
纒
ま
っ
た
日
本
史
を
も
書

い
て
居
る
。
章
を
亡
く
る
こ
ご
七
章
、
先
づ
土
地
及
び
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

民
を
略
説
し
、
次
の
六
章
で
歴
史
を
書
き
、
最
初
に
孚
歴

へ
　
へ
　
も

史
時
代
（
夏
蔦
σ
σ
q
＄
o
窯
。
ぎ
甥
。
訂
N
。
冨
冨
。
補
）
ご
云
ふ
一
章
を

設
け
て
居
る
。
こ
れ
は
既
に
前
記
の
日
本
歴
史
の
序
文
に

も
、
此
の
時
代
を
設
く
る
こ
ご
を
述
べ
て
居
る
が
、
古
き

年
代
記
に
、
日
本
に
於
て
、
初
め
て
雨
止
を
用
み
る
に
至
だ

こ
傳
へ
て
居
る
こ
こ
ろ
の
五
世
紀
迄
の
約
一
千
年
間
は
、

ロ
碑
に
依
て
書
か
れ
支
那
流
の
記
事
等
を
附
加
し
π
も
の

で
あ
る
か
ら
、
此
の
時
代
を
牢
歴
史
的
時
代
ご
言
ひ
一

暦
多
く
の
史
料
の
存
す
る
歴
史
的
の
氏
族
時
代
ご
名
づ

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
究
の
栞
・
　
欧
米
入
の
書
け
ろ
9
本
吏
の
栞
（
第
二
圓
）

け
ら
る
、
次
の
二
世
紀
牢
ご
、
之
を
匪
別
す
る
ご
言
っ
て

居
る
。
（
日
本
歴
吏
序
文
参
照
｝
次
に
氏
族
時
代
以
後
を
次

の
如
く
五
期
に
分
ち
、
各
々
一
章
を
設
け
た
。

　
　
る
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

一、

¢
ｰ
高
家

　
く
O
戦
律
ω
ω
≡
μ
q
’

　
　
、
、
、
“

二
、
官
僚
立
家

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

三
、
封
建
影
画

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

四
、

（
門
興
　
○
＄
o
巳
①
o
窪
。
宥
Q
q
欝
暮
㌧
　
C
冒
H

（
0
9
切
g
ヨ
8
諺
¢
9
ご

（
0
2
男
2
ら
呂
ω
口
舞
）

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
徳
川
幕
府
の
警
察
國
家

　
8
0
ζ
三
聖
奉
1
1
も
∩
H
δ
σ
q
§
暮
Φ
ω
）

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め

五
、
朋
治
時
代
の
法
治
國
家

　
寓
9
π
N
o
搾
巴
叶
窪
ω
）

　
　
　
　
α
ま
一
＝
。
。
い

　
　
　
二
〇
◎
い
1
囲
α
O
O

（
U
理
　
勺
○
犀
N
9
ω
葺
霧
9
も
。

圏
q
O
O
－
H
Q
Q
α
G
◎

（
U
窪
多
8
客
し
・
ω
垂
々
血
。
切

　
國
塚
組
織
の
痛
風
を
基
礎
ご
し
て
、
右
の
や
う
な
時
代

分
け
を
爲
し
た
の
に
依
う
て
も
知
ら
る
、
や
う
に
、
回
書

は
政
治
史
を
中
心
こ
し
て
書
か
れ
、
其
れ
に
宗
敏
美
術
等

の
歴
史
を
附
け
π
も
の
で
あ
る
が
、
右
に
掲
げ
ら
れ
π
各

時
代
の
特
徴
差
別
が
明
瞭
に
指
摘
さ
れ
π
鐸
で
は
な
い
。

　
先
づ
日
本
民
族
に
醐
し
て
は
、
カ
ウ
カ
ゾ
イ
ド
種
ご
思

　
　
　
　
　
　
　
櫓
廻
　
一
　
舳
観
　
　
　
…
山
ハ
七
　
　
（
一
山
ハ
七
）



第
七
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
舐
米
人
の
警
け
る
日
本
更
の
栞
内
灘
二
回
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
六
入
　
（
「
六
八
㌧

は
る
、
石
器
硬
玉
の
往
民
の
居
π
所
へ
、
大
陸
か
ら
金
鵬

器
を
使
用
す
る
民
族
が
侵
入
し
た
。
一
つ
は
南
西
九
州
に

根
擦
を
ざ
っ
た
蒙
古
馬
來
系
の
人
種
で
あ
り
、
他
は
朝
鮮

か
ら
出
雲
へ
來
て
國
を
立
て
た
満
洲
朝
鮮
系
の
人
種
で
あ

っ
て
、
之
に
此
等
よ
）
も
少
数
な
ア
イ
ヌ
入
が
混
っ
て
今

臼
の
日
本
人
が
出
家
て
居
る
。
（
躊
α
）

　
氏
族
は
姓
に
依
っ
て
五
族
に
分
た
れ
、
伸
造
は
多
く
は

支
那
朝
鮮
よ
6
透
れ
る
者
よ
り
出
で
て
工
業
に
從
ひ
、
國

造
は
耕
に
從
へ
る
土
地
所
有
者
で
あ
り
、
蓮
は
紳
武
天
皇

ε
土
ハ
に
大
和
に
入
り
し
人
々
の
子
孫
、
及
本
島
先
住
の
豪

族
に
出
つ
る
も
の
で
あ
り
、
臣
は
融
武
ご
同
機
天
照
大
紳

の
子
孫
盗
る
紳
武
の
同
僚
の
子
孫
邸
ち
皇
室
ε
血
統
あ
る

氏
族
で
あ
る
が
、
更
に
紳
武
の
子
孫
た
る
氏
族
が
あ
っ
て

臣
連
は
政
治
上
書
會
土
の
農
業
を
有
し
だ
る
日
本
古
代
の

貴
族
で
あ
る
ご
説
明
し
（
い
認
）
、
天
皇
は
自
己
の
氏
族
を
支

配
し
、
祭
㍊
、
軍
事
、
氏
族
間
の
孚
議
の
洋
剣
こ
い
ふ
三

つ
の
特
礎
を
有
し
、
之
に
依
っ
て
詳
察
を
盗
め
た
こ
述
べ

（
い
G
。
轟
）
、
叉
皇
位
縫
承
法
が
無
か
っ
た
の
で
天
皇
の
選
定
毎

に
貴
族
の
勢
力
が
加
は
つ
た
こ
ご
を
指
摘
し
て
居
る
Q

　
氏
族
富
家
よ
り
官
僚
叢
論
に
移
っ
た
結
果
、
起
つ
た
墾

化
の
中
最
大
な
る
は
、
評
家
の
牧
入
及
之
に
基
く
町
民
の

負
憺
に
關
す
る
改
正
で
あ
る
が
、
土
地
を
國
家
の
手
に
依

っ
て
分
配
す
る
こ
ご
を
始
め
て
行
ふ
た
の
は
、
此
の
改
正

ε
密
接
な
落
花
が
あ
っ
て
、
此
の
土
地
の
股
獲
に
依
っ
て

國
家
の
行
政
の
費
用
が
出
さ
れ
る
。
（
い
鷺
）
口
分
田
を
受

く
る
者
は
、
新
実
家
組
織
に
於
て
最
も
小
な
る
家
族
の
畢

位
こ
な
れ
る
戸
で
は
徐
く
て
、
姦
臣
に
依
っ
て
代
表
せ
ら

　
　
ヘ
　
　
へ

る
る
個
入
な
る
こ
ご
は
注
意
に
値
す
る
Q
こ
れ
は
支
那
の

前
例
に
徹
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
又
課
税
の
必
要
ご
結
び
付

い
た
規
定
で
あ
っ
て
、
此
の
場
合
に
は
家
族
に
は
非
ざ
る

一
個
入
が
不
利
の
主
燈
こ
な
る
ご
言
ふ
例
外
を
遷
し
て
居

る
。
（
い
℃
ω
）
官
僚
台
命
は
不
安
時
代
に
至
っ
て
没
落
の
時

期
に
人
つ
た
が
、
奈
良
時
代
の
法
制
は
多
く
の
瓢
に
於
て

嘗
て
存
せ
し
魁
會
の
實
際
、
殊
に
地
方
に
於
け
る
経
濟
的



O

の
實
力
献
呈
に
矛
盾
し
て
み
た
。
帥
ち
日
本
の
惜
物
の
統
　
　
だ
屡
々
主
張
せ
ら
る
、
嘗
て
指
導
せ
ら
れ
た
る
こ
と
無
き

一
ご
安
全
ご
を
乱
撃
せ
し
む
る
唯
一
の
墓
礎
で
あ
る
祀
先
　
　
天
皇
の
豊
漁
ご
言
ふ
こ
ご
ご
一
致
し
な
い
事
實
で
あ
る
。

祭
祀
ビ
密
接
に
結
合
し
て
、
古
代
の
氏
の
氏
族
的
團
結
か
　
　
（
α
同
ω
）
又
日
本
で
南
北
朝
時
代
ご
言
へ
る
孚
世
紀
以
上
に

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
傳
は
れ
る
世
襲
（
困
U
四
一
）
一
一
〇
ゲ
一
（
¢
凶
冷
）
に
醤
す
る
努
力
が
存
し
　
　
亘
れ
る
時
代
に
も
、
皇
統
が
樹
立
し
て
、
か
の
繰
返
し
主

之
に
基
い
て
、
官
職
や
荘
園
が
世
襲
せ
ら
る
、
に
至
つ
だ
　
　
張
せ
ら
る
、
侵
さ
れ
た
る
こ
と
な
き
天
皇
の
袖
…
聖
ご
言
ふ

其
状
恰
も
フ
ラ
ン
ク
帝
國
の
グ
ラ
ー
フ
が
カ
ル
ル
大
帝
の
　
　
主
張
の
不
完
全
で
あ
る
旧
例
を
示
し
て
居
る
。
（
α
H
。
。
）

子
孫
の
時
代
に
、
斯
か
る
こ
ご
を
行
っ
た
の
ご
相
似
て
居
　
　
　
キ
ヲ
ス
ト
督
学
の
歴
史
に
關
し
て
は
、
一
五
八
一
年
に

る
。
（
α
o
い
一
α
o
ω
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敷
徒
の
数
が
十
五
弗
禺
人
に
及
び
、
（
α
い
α
）
　
エ
ハ
〇
五
年
に

　
不
安
時
代
に
は
藤
原
氏
が
毒
殺
關
臼
ε
な
っ
て
政
治
を
　
　
は
七
十
五
萬
人
に
達
し
、
大
名
の
座
払
が
あ
っ
た
の
に
も

行
っ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
史
上
常
に
栽
に
見
は
る
、
、
か
　
　
拘
は
ら
す
、
次
の
年
に
は
な
ほ
増
加
し
た
。
（
α
ω
い
）
ε
述

の
統
治
の
實
権
が
事
實
上
皇
位
に
在
る
者
に
依
っ
て
行
使
　
　
べ
て
甚
だ
多
数
に
見
積
っ
て
居
る
。

せ
ら
れ
す
に
、
彼
の
名
に
干
て
他
の
人
に
依
り
行
使
せ
ら
　
　
　
撃
払
も
亦
先
の
ラ
ー
ト
グ
ン
氏
の
「
日
本
入
の
持
家
及

る
、
ご
言
ふ
現
象
に
外
な
ら
澱
も
の
で
あ
っ
て
、
既
に
氏
　
　
文
化
」
ご
同
標
に
、
挿
圖
に
依
っ
て
理
會
を
助
け
て
居
る
が

族
時
代
に
は
大
臣
め
り
、
大
化
改
新
の
時
代
に
は
後
の
天
　
　
大
日
本
史
料
や
大
日
本
古
文
書
や
國
華
等
よ
）
、
相
當
に

智
天
皇
で
あ
る
皇
太
子
あ
る
が
如
き
も
亦
同
様
の
例
に
属
　
　
念
を
入
れ
て
材
料
を
選
ん
で
居
る
。
正
倉
院
の
戸
籍
や
、

す
る
。
（
ひ
。
轟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
換
圓
畳
寺
所
藏
の
尾
張
國
富
田
庄
の
古
圖
な
ご
が
、
説

　
承
久
の
役
で
北
條
氏
の
行
っ
た
庭
貴
は
、
明
に
か
の
甚
　
　
明
を
附
し
て
寓
眞
版
で
嘗
め
ら
れ
て
居
る
。
更
に
一
五
六

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
緻
兼
人
の
書
け
る
日
本
史
の
栞
（
第
二
圓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
貌
　
　
一
六
九
　
（
一
六
九
）



第
七
巻
　
　
研
究
の
票
　
　
隊
米
人
の
嘗
け
ろ
H
本
更
の
栞
（
第
二
則
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
【
號
　
　
一
七
〇
　
（
一
七
〇
）

入
戸
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
世
界
直
家
が
描
い
た
こ
言
ふ
珍
ら

し
い
日
本
地
圖
を
牧
め
、
之
は
西
洋
入
の
描
い
た
最
も
右

い
日
本
地
圖
で
、
筆
者
フ
エ
ル
ナ
ン
ド
・
バ
ズ
・
ド
ウ
ラ
ド

は
一
五
六
入
年
ゴ
ァ
で
之
を
完
成
し
、
當
時
の
印
度
副
本

に
献
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
初
め
て
日
本

に
上
陸
し
て
よ
り
僅
に
三
十
年
に
し
て
、
斯
く
多
く
の
記

載
あ
る
地
圖
を
作
っ
た
こ
ご
は
、
正
に
注
意
す
る
に
足
る

地
圖
學
上
の
貢
献
で
あ
る
ご
述
べ
て
居
る
。
（
α
翼
一
曾
い
）

此
圖
は
此
著
書
に
依
っ
て
初
め
て
公
に
せ
ら
れ
π
も
の

で
あ
右
。
日
本
本
島
の
北
孚
部
を
歓
い
て
居
る
が
、
宣
敷

師
等
が
其
れ
よ
り
以
北
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
地
圖
に
な

い
の
で
あ
る
ご
説
明
さ
れ
て
居
る
。
原
圖
は
著
色
さ
れ
て

居
る
ご
言
ふ
が
、
挿
圖
に
は
そ
れ
が
な
い
。
な
ほ
一
六
二

二
年
帥
ち
我
が
元
和
入
年
の
九
月
十
日
に
、
長
崎
で
キ
ソ

ス
ト
敷
徒
五
十
二
人
が
刑
殺
さ
れ
た
所
を
著
は
し
た
朋
細

な
西
洋
書
を
牧
め
て
居
る
が
、
亦
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ

ら
’
フ
。

　
本
症
の
紹
介
は
右
を
以
て
終
る
が
、
瓶
史
に
關
す
る
部

分
は
次
號
を
以
て
絡
り
、
次
で
時
代
史
に
有
す
る
も
の
に

移
る
で
あ
ら
う
。


